
１．平成17年度予算における削減効果（公共事業コスト縮減を除く） ▲115億円

（内訳） （▲千円）

公用車の効率化 99,891

公共調達の効率化 620,338

電子政府関係の効率化 3,884,644

アウトソーシング 866,620

ＩＰ電話の導入 8,322

統計調査の合理化 243,004

国民との定期的な連絡に関する効率化 5,425,000

出張旅費の効率化 401,464

２．平成15年度における公共事業コストの縮減効果 ▲3,049億円

【参考】電子政府関係の効率化による将来削減効果（試算） ▲470億円

（内訳） （▲億円）

各府省共通業務・システムの最適化計画の実施による効果（試算値） 363

旧式（レガシー）システム等個別府省業務・システムの見直しによる将来削減見込額 107

注）上記の数値は、各業務・システムごとに対象期間、推計方法が異なるが、これらを合計したもの。

主要な取組実績（概要）

（参考）

◎前文に「主要な取組実績」として表示されているものの概要は以下の通り。

（案）


